
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

★ D 17 - 12 - 1 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【基幹事業との関連性】

※関連する基幹事業：D-17-6・7，9，11・12

【事業期間】

【当面の事業概要】

令和２年８月～令和３年１月

（今回協議額）

事業費合計

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。
※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

11,259 千円

千円
基本設計、詳細設計、本工事、工事管理
費 11,259

令和２年８月～令和３年１月

事業番号

要綱上の
事業名称 （30）防災備蓄倉庫整備事業

全体事業費 11,259 （千円）

【事業概要】
　東日本大震災により甚大な被害を受けた当町では、復興事業により、宅地用地や産業
用地の整備が進められている。その中で都市再生区画整備事業が完了したところ、当該
地域において、河川の越水や内水氾濫などの災害が想定されている。
　本事業では、各区画整理地内の将来の災害対応に必要な資器材等を備蓄するための防
災備蓄倉庫を整備するものである。

【建物概要】
・延べ面積：32.72㎡（被災見合い：従前39㎡）
・構造　　：鉄骨造
・基礎　　：鉄筋コンクリート造布基礎
・構内　　：舗装

　本効果促進事業において、各地区に整備された区画整理地区で想定される災害対応の
ための防災倉庫を整備することで、住民等の生活環境の安全性向上に資するものであ
る。

細要素事業名 防災備蓄倉庫整備事業
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